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平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
九
日
（
土
）、
ア
イ
リ
ス
愛
知
に
お

い
て
、
名
古
屋
市
建
築
協
定
連
絡
協
議
会
平
成
二
十
二
年
度（
第

十
五
回
）
総
会
を
開
催
し
、
新
規
地
区
を
含
む
三
十
地
区
の
出

席
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

第
一
部
の
議
案
審
議
で
は
、
第
一
号
議
案
「
平
成
二
十
一
年

度
活
動
報
告
（
案
）
」、
第
二
号
議
案
「
平
成
二
十
二
年
度
活
動

計
画
（
案
）」
及
び
第
三
号
議
案
「
平
成
二
十
二
・
二
十
三
年
度

建
築
協
定
連
絡
協
議
会
役
員
（
案
）」
の
審
議
が
行
わ
れ
、
い
ず

れ
も
原
案
ど
お
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

第
二
部
で
は
、
講
師
に
弁
護
士
の
鹿
倉
祐
一
先
生
を
お
招
き

し
、「
建
築
協
定
違
反
へ
の
対
応
」
～
そ
の
具
体
的
な
流
れ
～
を

テ
ー
マ
に
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。（
２
・
３
面
に
掲
載
） 

    

節
目
を
迎
え
る
連
絡
協
議
会 

建
築
協
定
連
絡
協
議
会
会
長 

伊
藤
政
行   

 

本
連
絡
協
議
会
は
、
住
民
主
体
に
よ
る
地
区
の
特
性
に
あ
っ

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、良
好
な
住
環
境
を
守
っ
て
い
く
た
め
、

建
築
協
定
地
区
間
の
情
報
交
換
、
普
及
・
啓
発
及
び
各
地
区
の

運
営
委
員
会
の
連
絡
機
関
と
し
て
平
成
八
年
に
設
立
さ
れ
て
か

ら
、
今
年
で
十
五
年
目
と
い
う
節
目
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
建
築
協
定
に
関
わ
る
皆
様
方
の
日
頃
か
ら
各

地
区
で
の
活
発
な
活
動
の
賜
物
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

一
昨
年
五
月
の
総
会
に
お
い
て
、会
長
に
就
任
さ
せ
て
頂
き
、

早
二
年
と
い
う
月
日
が
経
過
し
、
会
長
の
任
期
を
満
了
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
方
の
ご
助
力
が
あ
っ
て
の
も
の
と
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。 

勉
強
会
や
全
地
区
委
員
長
会
議
で
要
望
の
あ
っ
た
事
項
を
取

り
入
れ
な
が
ら
活
動
を
進
め
て
参
っ
た
二
年
間
で
は
ご
ざ
い
ま

し
た
が
、
連
絡
協
議
会
の
活
動
が
建
築
協
定
の
各
地
区
に
と
っ

て
、
お
役
に
立
て
て
お
れ
ば
、
幸
い
で
す
。
連
絡
協
議
会
で
は
、

今
度
と
も
皆
様
の
ご
要
望
を
伺
い
な
が
ら
、
活
動
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

協
議
会
役
員
を
改
選 

―
新
た
に
藤
澤
氏
が
就
任
―  

 

平
成
二
十
二
・
二
十

三
年
度
協
議
会
役
員
の

改
選
が
あ
り
、
案
の
と

お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
改
選
で
、
役
員
の

澤
田
氏
、
顧
問
の
赤
松

氏
、
山
本
氏
が
退
任
さ

れ
、
新
た
に
役
員
と
し

て
藤
澤
氏
が
就
任
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
会
長

と
し
て
、
伊
藤
氏
が
前

期
に
引
き
続
き
就
任
さ

れ
ま
し
た
。 
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第
十
五
回 

名
古
屋
市
建
築
協
定
連
絡
協
議
会
総
会
を
開
催 

 

河村市長からのメッセージ 

名
古
屋
市
建
築
協
定
連
絡
協
議
会
は
、
平
成
八
年
に
設
立
さ
れ
、
今

年
で
設
立
十
五
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
ら
れ
た
と
伺
い
ま
し
た
。

心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
名
古
屋
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
一
六
一
○
年
（
慶
長
十
五
年
）

の
名
古
屋
城
築
城
と
清
須
か
ら
の
町
ぐ
る
み
の
移
転
（
い
わ
ゆ
る
清
須

越
）
に
始
ま
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
四
〇
〇
年
が
過
ぎ
、
今
年
名
古
屋
は

開
府
四
〇
〇
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
開
府
か

ら
四
〇
〇
年
に
わ
た
っ
て
続
い
て
き
た
名
古
屋
の
ま
ち
づ
く
り
に
お

い
て
、
近
年
、
良
好
な
住
環
境
の
維
持
形
成
に
果
た
す
貴
協
議
会
の
役

割
は
大
き
く
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
た
、
昨
年
六
月
に
は
、
伊
藤
会
長
、
鬼
頭
副
会
長
、
お
二
方
の
ご

訪
問
を
受
け
、
協
議
会
活
動
に
つ
い
て
、
ご
説
明
頂
き
ま
し
た
。
建
築

協
定
制
度
は
、
市
民
主
体
に
よ
る
き
め
細
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
と

い
う
、
極
め
て
有
意
義
な
制
度
で
あ
り
、
こ
れ
は
本
市
に
お
い
て
現
在

モ
デ
ル
実
施
を
行
っ
て
い
る
地
域
委
員
会
に
先
駆
け
た
市
民
活
動
で

あ
る
と
、
大
い
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
今
後
も
本
市
の
ま
ち
づ
く
り

に
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

貴
協
議
会
の
さ
ら
な
る
発
展
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

名
古
屋
市
長 

河
村 

た
か
し 

平成 22・23 年度 協議会役員 

役 職 氏  名 地  区  名  等 

会 長 伊藤 政行 味鋺東地区（北区） 

副会長 鬼頭 國二 みどりヶ丘東地域（緑区） 

副会長 島本 昌彦 みどりヶ丘北地域（緑区） 

幹 事 齋藤 勝 徳川一丁目前ノ町地区（東区） 

幹 事 河本 一郎 鳴海町南荘（緑区） 

幹 事 藤澤 健一 鳴子町５丁目東地区（緑区） 

顧 問  住宅都市局建築指導部長 

平成 22 年度 協議会活動日程予定 
活 動 内 容 実 施 時 期 

第 1 回役員会 平成 22 年 4 月
第 15 回総会 平成 22 年 5 月
機関紙づくり（第 19 号） 平成 22 年 5 月～平成 22 年 7 月
第 2 回役員会 平成 22 年 6 月
機関紙の発行（第 19 号） 平成 22 年 7 月
第 3 回役員会 平成 22 年 8 月
勉強会 平成 22 年 9 月
第 4 回役員会 平成 22 年 10 月
建築協定ＰＲ活動 平成 22 年 11 月
第 5 回役員会 平成 23 年 1 月
全地区委員長会議 平成 23 年 3 月
第 6 回役員会 平成 23 年 3 月

  ※ 協定ニュースレター発行（随時） 

第一部 

総 

会 
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第
二
部
で
は
、
弁
護
士 
鹿
倉
祐
一
氏
を
お
招
き
し
て
、
民

法
に
関
す
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
昨
年
十
二
月

に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
各
地
区
か
ら
要
望
の
多
か

っ
た
［
近
隣
問
題
や
民
法
に
関
す
る
講
演
会
］
の
一
環
と
し
て

行
な
う
も
の
で
す
。 

建
築
協
定
は
、
私
的
な
契
約
で
あ
り
行
政
執
行
権
が
及
ば
な

い
の
で
、
紛
争
の
場
合
、
最
終
的
に
は
民
事
裁
判
に
よ
る
解
決

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
裁
判
は
我
々
に
は
馴
染
み
が
無
い
も
の

の
、
万
一
の
時
に
備
え
て
心
構
え
を
勉
強
し
ま
し
た
。 

は
じ
め
に 

建
築
協
定
は
、
一
般
に
は
法
令
同
様
に
認
知･

遵
守
さ
れ
て
お

り
、
協
定
違
反
に
よ
る
裁
判
事
例
は
極
め
て
稀
で
す
。
そ
し
て
、

弁
護
士
会
に
お
い
て
も
建
築
協
定
を
専
門
に
扱
う
と
こ
ろ
は
あ

り
ま
せ
ん
。
私
は
民
暴
対
策･

マ
ン
シ
ョ
ン
ト
ラ
ブ
ル
対
策
に
携

わ
っ
て
き
た
関
係
が
あ
り
、
そ
の
経
験
か
ら
、
弁
護
士
会
か
ら

指
名
さ
れ
て
、
今
回
の
講
演
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

本
日
は
、
協
議
会
か
ら
示
さ
れ
た
下
記
の
建
築
協
定
紛
争
の
仮

想
事
例
等
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
法
的
対
応
策
を
お
話
し
ま
す
。 

事
例
１ 

地
域
外
の
居
住
者
が
、
協
定
加
入
の
土
地
付
住
宅
を
購
入
し
、

こ
れ
を
用
途
変
更
し
て
協
定
が
制
限
し
て
い
る
保
育
所
を
計
画

し
て
い
る
事
が
判
っ
た
。
事
前
協
議
の
申
し
入
れ
は
な
い
。 

（
こ
の
事
例
で
は
、
名
古
屋
市
建

築
協
定
連
絡
協
議
会
作
成
に
よ
る

［
住
民
が
支
え
る
ま
ち
づ
く
り
建

築
協
定
］
記
載
の
建
築
協
定
モ
デ
ル

を
採
用
し
て
い
る
と
仮
定
し
て
い

ま
す
。
） 

事
前
協
議
申
し
入
れ 

紛
争
は
、
事
前
協
議
に
よ
る
話
し
合
い
で
円
満
解
決
す
る
こ

と
が
も
っ
と
も
望
ま
し
い
が
、
電
話
な
ど
に
よ
る
事
前
協
議
の

呼
び
掛
け
に
も
先
方
が
応
対
し
な
い
場
合
は
、
法
的
対
応
を
考

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
ま
ず
書
面
に
よ
る
事

前
協
議
申
し
出
を
行
い
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
配
達
記
録
郵
便

と
か
書
類
投
函
を
映
像
記
録
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。 

先
方
と
の
連
絡
は
と
れ
た
が
、
先
方
は
協
定
を
無
視
し
て
改

装
工
事
を
始
め
る
様
子
で
あ
る
場
合
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
移
行

し
ま
す
。 

是
正
措
置
の
請
求 

ま
ず
是
正
措
置
の
請
求
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
内
容
証
明
郵

便
で
行
な
う
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
内
容
と
し
て
は
、
次
の
３

点
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。 

一 

建
築
協
定
の
存
在
と
内
容 

二 

建
築
協
定
違
反
の
疑
い
と
警
告 

三 

猶
予
期
間
を
つ
け
た
是
正
の
請
求 

こ
こ
で
猶
予
期
間
は
一
般
的
に
は
十
日
～
一
ヶ
月
で
す
が
、

ラ
ブ
ホ
テ
ル
の
よ
う
に
設
計
変
更
の
余
地
な
く
取
り
壊
し
を
要

す
る
よ
う
な
場
合
は
、
猶
予
期
間
を
長
く
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
請
求
の
書
き
方
と
し
て
は
、
是
正
措
置
に
応
ず
れ
ば
真

摯
に
検
討
す
る
、
或
い
は
無
視
し
た
場
合
は
直
ち
に
法
的
手
段

を
と
る
な
ど
ア
メ
と
ム
チ
方
式
が
効
果
的
で
す
。 

こ
の
時
点
か
ら
弁
護
士
へ
の
相
談
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
で

す
。 是

正
措
置
請
求
時
点
で
弁
護
士
に
依
頼
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
弁
護
士
の
名
前
を
使
う
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
と
、
そ
の
場
合

三
～
五
万
円
の
費
用
負
担
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
訴
訟

に
至
ら
な
い
場
合
は
、
協
定
内
容
で
は
弁
護
士
費
用
は
協
定
側

で
負
担
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
弁
護
士
へ
の
依
頼
に
つ
い
て
は
、

建
築
協
定
を
専
門
に
扱
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

民
事
訴
訟･

民
事
保
全
手
続
き
は
一
般
的
に
弁
護
士
が
扱
っ
て

い
る
の
で
、
弁
護
士
会
ま
た
は
中
日
ビ
ル
の
名
古
屋
法
律
相
談

セ
ン
タ
ー
に
依
頼
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。（
４
面
参
照
） 

建
築
差
し
止
め
の
仮
処
分 

是
正
措
置
の
請
求
に
拘
ら
ず
改
装
工
事
が
始
ま
っ
て
し
ま
っ

た
場
合
、
工
事
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
た
め
に
は
、
取
敢
え
ず
建

築
禁
止
の
仮
処
分
と
い
う
手
段
が
あ
り
ま
す
。
タ
イ
ミ
ン
グ
に

よ
っ
て
は
是
正
措
置
の
請
求
を
経
ず
に
建
築
差
し
止
め
の
仮
処

分
へ
行
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
申
請
に
あ
た
り
協
定
側
で
準
備

す
る
も
の
は
認
可
さ
れ
た
協
定
書
だ
け
で
よ
い
で
し
ょ
う
。 

仮
処
分
は
、
早
け
れ
ば
一
～
二
週
間
で
決
定
が
出
ま
す
。
建

築
禁
止
の
仮
処
分
差
し
止
め
に
つ
い
て
は
差
し
止
め
対
象
部
分

の
建
築
費
の
三
十
％
に
相
当
す
る
供
託
金
を
裁
判
所
に
積
ま
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

提
訴
か
ら
裁
判 

当
方
の
請
求
に
先
方
が
従
わ
ず
、
改
装
工
事
が
進
め
ら
れ
る

場
合
に
は
提
訴
手
続
き
に
入
り
ま
す
。 

提
訴
に
あ
た
り
準
備
す
る
も
の
は
、
次
の
三
点
で
す
。 

一 

協
定
書 

二 

協
定
が
認
可
を
受
け
て
い
る
こ
と
の
証
明 

三 

違
反
の
事
実
を
証
明
す
る
写
真
な
ど 

裁
判
費
用
は
弁
護
士
費
用
、
訴
訟
印
紙
代
、
予
納
郵
券
代
が

あ
り
ま
す
。
弁
護
士
費
用
は
、
現
在
は
自
由
化
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
下
記
の
と
お
り
旧
名
古
屋
弁
護
士
会
報
酬
基
準
を
目
安
と

し
て
考
え
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
。 

 
 

経
済
的
利
益
が
三
百
万
円
を
超
え
三
千
万
円
以
下
の
場
合 

 
 

着
手
金 

 

経
済
的
利
益
の
五
％
プ
ラ
ス
九
万
円 

 
 

成
功
報
酬 

経
済
的
利
益
の
十
％
プ
ラ
ス
十
八
万
円 

（
こ
こ
で
の
経
済
的
利
益
と
は
建
築
費
用
が
目
安
で
す
。
） 

協
定
で
は
裁
判
費
用
は
違
反
協
定
者
側
の
負
担
と
し
て
い
る

が
、
裁
判
が
決
着
す
る
ま
で
の
間
は
協
定
側
で
立
て
替
え
負
担

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

訴
訟
印
紙
代
は
訴
額
が
百
万
円
の
場
合
一
万
円
位
、
千
万
円

だ
と
五
万
円
位
と
な
り
ま
す
。 

  

建
築
協
定
違
反
へ
の
法
的
対
応 

 

弁
護
士 

鹿
倉
祐
一 

 

講
演
会 

第二部 
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予
納
郵
券
代
と
は
、
裁
判
所
が
訴
状
と
か
呼
び
出
し
状
な
ど

を
送
る
切
手
代
を
予
め
納
め
て
お
く
費
用
で
何
千
円
と
い
う
単

位
の
も
の
で
す
。 

勝
訴
し
た
場
合
は
後
に
、
こ
れ
ら
の
費
用
は
協
定
に
基
づ
き

先
方
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
費
用
の
回
収

に
当
た
っ
て
は
相
手
の
資
産
と
か
当
該
土
地
を
差
し
押
さ
え
る

方
法
も
あ
り
ま
す
。 

勝
訴
の
場
合
で
も
裁
判
に
出
廷
し
た
運
営
委
員
の
交
通
費･

日
当
、
証
人
出
廷
の
費
用
等
は
協
定
側
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

ま
た
協
定
者
に
連
絡
し
た
文
書
費
や
通
信
費
は
請
求
で
き
ま
せ

ん
。 敗

訴
し
た
場
合
は
、
請
求
の
根
拠
が
無
な
か
っ
た
こ
と
に
な

る
の
で
、
協
定
書
の
内
容
に
拘
ら
ず
裁
判
費
用
の
請
求
は
で
き

ま
せ
ん
。 

逆
に
、
先
方
か
ら
裁
判
費
用
の
請
求
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

法
的
根
拠
が
無
く
、
支
払
い
の
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

勝
訴
の
可
能
性 

基
本
的
に
、
認
可
さ
れ
た
建
築
協
定
が
あ
り
、
そ
れ
に
違
反

し
て
い
る
事
実
が
あ
れ
ば
、
訴
え
が
社
会
的
相
当
性
を
逸
脱
し

て
い
る
と
み
な
さ
れ
な
い
限
り
勝
訴
の
可
能
性
は
高
い
で
す
。

た
だ
、
保
育
所
の
よ
う
な
施
設
で
は
社
会
通
念
上
ど
こ
か
に
必

要
だ
と
い
う
考
え
は
あ
る
の
で
、
他
地
域
の
人
と
か
隣
接
地
の

人
か
ら
、
多
数
の
署
名
を
集
め
て
請
願
が
あ
っ
た
場
合
は
少
し

厄
介
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

事
例
２ 

協
定
非
加
入
者
（
隣
接
地
）
が
協
定
で
制
限
し
て
い
る
［
保

育
所
］
を
建
設
し
よ
う
と
し
て
い
る
（
建
築
基
準
法
上
は
適
法
）
。 

計
画
の
撤
回
を
お
願
い
し
た
が
聞
き
入
れ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

自
治
会
と
し
て
も
反
対
の
決
議
を
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
た

が
聞
き
入
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。 

協
定
の
拘
束
性
・
自
治
会
決
議
の
有
効
性 

協
定
区
域
内
で
は
、
隣
接
地
で
あ
っ
て
も
協
定
内
容
に
協
力

す
る
よ
う
要
請
を
受
け
ま
す
が
、
協
定
の
拘
束
性
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
自
治
会
決
議
は
住
民
の
意
思
と
し
て
尊
重
さ
れ
る

べ
き
も
の
で
は
あ
る
が
法
的
根
拠
は
あ
り
ま
せ
ん
。
条
件
闘
争

で
有
利
な
条
件
を
引
き
出
す
程
度
し
か
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。 

建
築
協
定
の
効
果 

ま
と
め
に
代
え
て 

建
築
協
定
は
全
国
的
に
も
社
会
的
に
も
認
知
さ
れ
て
い
る
の

で
、
協
定
違
反
は
少
な
く
、
協
定
違
反
で
仮
処
分
や
訴
訟
に
発

展
す
る
も
の
は
極
め
て
例
外
的
で
す
。
裁
判
事
例
も
全
国
で
数

例
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。 

宅
建
業
者
は
土
地
購
入
者
に
重
要
事
項
と
し
て
、
協
定
の
存

在
を
説
明
す
る
義
務
が
あ
る
の
で
責
任
も
重
く
な
っ
て
い
ま
す

(

重
要
事
項
説
明
義
務)

。
マ
ン
シ
ョ
ン
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
も
協
定

地
区
で
は
手
を
出
さ
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。 

建
築
協
定
は
紛
争
が
起
こ
る
前
の
抑
止
力
と
し
て
有
効
に
機

能
し
て
い
ま
す
。 

裁
判
事
例 

最
後
に
、
以
下
三
件
の
裁
判
事
例
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
が
、
住
民
側
が
勝
訴
し
た
も
の
も
敗
訴
し
た
も
の
も
、
建

築
協
定
の
存
在
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

（
神
戸
地
裁
姫
路
支
部
平
成
六
年
判
決
） 

地
上
三
階
以
上
の
建
物
の
建
築
を
禁
止
す
る
建
築
協
定
に
違

反
し
て
暴
力
団
組
長
が
建
築
工
事
着
手
、
三
階
部
分
の
建
築
禁

止
の
仮
処
分
に
も
違
反
し
て
建
築
を
強
行
し
た
。 

協
定
委
員
長
の
提
訴
に
よ
り
裁
判
が
行
な
わ
れ
、
三
階
部
分

の
撤
去
お
よ
び
訴
訟
費
用
の
被
告
負
担
の
判
決
が
行
な
わ
れ
た
。 

（
最
高
裁
平
成
十
八
年
判
決
） 

建
築
協
定
の
無
い
地
区
に
お
い
て
、
景
観
上
の
理
由
か
ら
、

周
辺
住
民
が
高
さ
二
十
ｍ
以
上
の
部
分
の
撤
去
を
求
め
た
国
立

マ
ン
シ
ョ
ン
訴
訟
問
題
で
、
一
審
で
は
原
告
が
勝
訴
し
た
が
、

最
高
裁
で
は
個
人
の
権
利
を
損
な
う
と
し
て
請
求
棄
却
さ
れ
た
。

判
決
の
中
で
、「
区
域
内
で
地
権
者
の
意
向
が
一
致
す
る
場
合
に

は
景
観
協
定
や
建
築
協
定
に
よ
り
景
観
保
全
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
よ
う
な
協
定
制
定
が
な
い
場
合
、
一
部
住
民
の
景

観
に
対
す
る
権
利
性
・
利
益
性
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

と
述
べ
て
い
る
。 

（
東
京
地
裁
平
成
二
十
一
年
判
決
） 

外
壁
が
赤
白
ス
ト
ラ
イ
プ
の
住
宅
を
建
設
し
、
付
近
住
民
が

閑
静
な
住
宅
地
の
景
観
を
損
な
う
と
し
て
そ
の
改
善
を
求
め
た

事
件
で
、
こ
の
地
域
で
は
住
民
間
で
建
築
協
定
等
の
取
り
決
め

が
存
在
せ
ず
、
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域
で
あ
る
と
の
理
由

の
み
で
建
物
外
壁
の
色
彩
を
制
限
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し

て
、
原
告
請
求
が
棄
却
さ
れ
た
。 

☆
☆
感
想
☆
☆ 

建
築
協
定
違
反
ト
ラ
ブ
ル
が
法
廷
闘
争
に
発
展
し
た
時
の
手

続
き･

裁
判
費
用
負
担
な
ど
に
つ
い
て
、
よ
く
理
解
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
環
境
保
全
の
た
め
に
は
建
築
協
定
が
有
効
な
手
段
で
あ

り
、
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
の
有
効
な
抑
止
力
に
な
っ
て
い
る

こ
と
も
理
解
で
き
ま
し
た
。 

 

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

弁
護
士 

鹿
倉
祐
一
氏 

平
成 

二
年 

名
古
屋
大
学
法
学
部
法
律
学
科
卒
業 

平
成 

八
年 

最
高
裁
判
所
司
法
修
習
生 

平
成 

十
年 

名
古
屋
弁
護
士
会(

現
愛
知
弁
護
士
会)

登
録 

 
 
 
 
 
 
 
 

久
野
法
律
会
計
事
務
所
に
勤
務 

平
成
十
四
年 

鹿
倉
法
律
事
務
所
を
開
業 

現
在 

 
 
 

愛
知
県
弁
護
士
会
弁
護
士
業
務
改
革
委
員
会
副
委
員
長 

 
 
 
 
 
 
 
 

同
司
法
問
題
対
策
特
別
委
員
会
副
委
員
長 

 
 
 
 
 
 
 
 

同
民
事
介
入
暴
力
対
策
特
別
委
員
会
委
員 

 
 
 
 
 
 
 
 

財
団
法
人
暴
力
追
放
愛
知
県
民
会
議
相
談
員 

 
 
 
 
 
 
 
 

財
務
省
東
海
財
務
局
財
務
行
政
モ
ニ
タ
ー
委
員 

                

講演会全体写真 
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事
務
局
よ
り 

 

 

 

■
役
員
異
動
の
お
知
ら
せ 

 

（
退
任
）
澤
田 

 

浩
（
み
ど
り
ヶ
丘
南
地
域
） 

赤
松 
早
苗
（
元
連
絡
協
議
会
会
長
） 

山
本 

 
進
（
藤
里
町
西
部
・
元
連
絡
協

議
会
会
長
） 

 

（
新
任
）
藤
澤 

健
一
（
鳴
子
町
５
丁
目
東
地
区
） 

■
新
任
役
員
の
あ
い
さ
つ 

（
藤
澤 

健
一
） 

昨
年
五
月
に
連
絡
協
議
会
に
加
入
い
た
し
ま
し
た

新
参
者
が
、
役
員
と
し
て
名
を
連
ね
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
恐
縮
し
て
お
り
ま
す
。
協
定
締
結
時
に
い
た
だ

い
た
協
議
会
の
方
々
の
ご
尽
力
に
報
い
る
よ
う
、
精
一

杯
努
め
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

■
協
定
の
現
況
（
平
成
二
十
二
年
六
月
末
現
在
） 

地 

区 
 

四
十
五
地
区 

協
定
者 

 

約
四
八
〇
〇
人 

面 

積 
 

約
九
十
八
万
㎡ 

■
協
定
地
区
の
紹
介 

 

（
平
成
二
十
一
年
八
月
～
平
成
二
十
二
年
八
月
分
） 

○
新
規
地
区 

《
鳴
子
町
４
丁
目(

４
組)

・
５
丁
目(

５
・
６
組)

》 

・
所

在

地 

緑
区
鳴
子
町
４
丁
目
・
５
丁
目 

・
認 

 

可 

平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
二
日 

・
制
限
概
要 

一
戸
建
住
宅
。
地
階
を
除
き
階
数
二

以
下
。
敷
地
の
分
割
・
地
盤
面
の
高
さ
変
更
の

原
則
禁
止
。 

・
有
効
期
間 

五
年
間
（
自
動
更
新
条
項
有
） 

○
更
新
地
区 

《
小
幡
稲
荷
前
団
地
》 

・
所

在

地 

守
山
区
小
幡
中
二
丁
目 

・
認 
 

可 

平
成
二
十
二
年
三
月
十
二
日 

・
制
限
概
要 

一
戸
建
専
用
住
宅
を
原
則
。
階
数
二

以
下
、
地
盤
面
高
さ
変
更
禁
止
。
高
さ
十
ｍ
以

下
、
軒
高
七
ｍ
以
下
。
外
壁
後
退
一
ｍ
以
上
。

敷
地
周
辺
は
生
垣
・
金
網
柵
と
す
る
。
貸
し
駐

車
場
禁
止
。
建
材
等
の
野
積
み
禁
止
等
。 

・
有
効
期
間 

十
年
間 

○
自
動
更
新
地
区 

《
み
ど
り
ヶ
丘
萩
ヶ
丘
》 

 

・
所
在
地 

緑
区
ほ
ら
貝
一
丁
目 

 

・
更
新
日 

平
成
二
十
二
年
一
月
三
十
一
日 

 

・
期 

間 

十
年
間 

《
味
鋺
東
地
区
》 

 

・
所
在
地 

北
区
東
味
鋺
二
丁
目
・
三
丁
目 

 

・
更
新
日 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 

・
期 

間 

十
年
間 

《
鳴
海
町
南
荘
》 

 
・
所
在
地 

鳴
海
町
字
片
坂
・
石
畑
・
砦
・
宿
地 

 
・
更
新
日 

平
成
二
十
二
年
七
月
十
三
日 

 

・
期 
間 

十
年
間 

■
更
新
を
迎
え
る
地
区 

平
成
二
十
二
年
度
に
更
新
（
自
動
更
新
を
含
む
）
を

迎
え
る
地
区
は
左
記
の
通
り
で
す
。
ス
ム
ー
ズ
に
更
新

手
続
き
を
行
う
た
め
に
早
め
の
準
備
を
心
が
け
る
よ

う
に
し
て
下
さ
い
。
（
併
記
の
日
付
は
、
協
定
期
限
を

示
し
て
い
ま
す
。） 

更
新
地
区 

・
藤
里
町
西
部 平

成
二
十
二
年
八
月
一
日 

・
米
野
地
区 

平
成
二
十
三
年
二
月
十
二
日 

自
動
更
新
地
区 

・
極
楽
三
丁
目
地
区 

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
七
日 

・
東
井
の
元
町 平

成
二
十
二
年
十
月
五
日 

更
新
手
続
き
中 

・
な
か
の
タ
ウ
ン
ハ
ウ
ス 

・
み
ど
り
ヶ
丘
東
地
域 

■
隣
接
地
加
入
状
況(

平
成
二
十
一
年
度) 

・
小
幡
稲
荷
前
地
区 

 
 
 
 
 

四
件 

・
丸
屋
町
五
丁
目
（
北
地
区
） 

 

一
件 

・
洲
山
町
３
丁
目
町
内
会
地
区 

 

一
件 

・
徳
川
一
丁
目
前
ノ
町
地
区 

 
 

二
件 

・
み
ど
り
ヶ
丘
北
地
域 

 
 
 
 

二
件 

・
鳴
子
町
５
丁
目
東
地
区 

 
 
 

四
件 

・
萩
ケ
丘
西
地
区 

 
 
 
 
 
 

二
件 

■
現
在
検
討
中
の
地
区 

昭
和
区
に
お
い
て
、
新
規
締
結
に
向
け
て
検
討
中
の

地
区
が
あ
り
ま
す
。 

■
弁
護
士
依
頼
は
こ
ち
ら
ま
で 

 

弁
護
依
頼
を
す
る
際
の
参
考
と
し
て
、
総
会
講
演
会

で
ご
紹
介
が
あ
っ
た
二
団
体
の
名
称
・
連
絡
先
等
に
つ

い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

・
愛
知
県
弁
護
士
会
（
旧
名
古
屋
弁
護
士
会
） 

 

名
古
屋
市
中
区
三
の
丸
一
丁
目
４
‐
２ 

 
 

電
話 

０
５
２
‐
２
０
３
‐
１
６
５
１ 

・
愛
知
県
弁
護
士
会
名
古
屋
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

名
古
屋
市
中
区
栄
四
丁
目
１
‐
１
中
日
ビ
ル
３
階 

 
 

電
話 

０
５
２
‐
２
５
２
‐
０
０
４
４ 

■
活
動
に
対
す
る
ご
意
見
等
に
つ
い
て 

 

名
古
屋
市
建
築
協
定
連
絡
協
議
会
で
は
、
活
動
に

対
す
る
ご
意
見
等
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
頂
い
た
ご

意
見
等
に
つ
い
て
は
役
員
会
に
て
検
討
の
う
え
、
こ
れ

か
ら
の
活
動
へ
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。（
事
務
局
へ
お
申
し
出
下
さ
い
。） 

■
協
議
会
活
動
の
お
知
ら
せ 

 
本
年
九
月
に
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
勉
強
会

で
す
が
、
十
月
二
十
九
日
（
金
）
の
開
催
に
向
け

て
準
備
を
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

  

■
事
務
局
の
異
動
の
お
知
ら
せ 

〈
退
任
〉
鈴
木
係
長 

毛
利
技
師 

 

〈
新
任
〉
高
橋
係
長 

伊
藤
技
師 

 

■
新
任
挨
拶 

（
高
橋
係
長
） 

 

こ
の
四
月
よ
り
、
建
築
協
定
連
絡
協
議
会
の
事
務
局

の
一
員
と
な
り
ま
し
た
。
初
め
て
の
こ
と
も
多
く
、
不

慣
れ
な
点
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
建
築
協
定
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
が
よ
り
一
層
推
進
さ
れ
る
よ
う
に
、
各

地
区
及
び
連
絡
協
議
会
の
役
員
の
方
々
の
下
支
え
を

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

（
伊
藤
技
師
） 

 

こ
の
四
月
か
ら
建
築
協
定
に
携
わ
ら
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。
今
ま
で
に
、
役
員
会
・
総
会
と
お
手
伝
い

を
さ
せ
て
頂
き
、
皆
様
の
建
築
協
定
に
対
す
る
熱
意
を

ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

 

建
築
協
定
の
事
務
局
の
一
員
と
し
て
、
精
一
杯
お
手

伝
い
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
編 

集 

後 

記
● 

 

残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

建
築
協
定
機
関
紙
第
十
九
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
役

員
の
改
選
を
伴
っ
た
本
年
度
総
会
で
再
選
さ
れ
、
引
き

続
き
当
紙
の
編
集
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

広
く
皆
様
方
に
お
読
み
い
た
だ
け
る
よ
う
に
心
が
け

て
編
集
に
当
た
る
所
存
で
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

本
紙
の
第
二
・
三
面
に
は
、
総
会
の
第
二
部
で
お

話
い
た
だ
い
た
鹿
倉
弁
護
士
の
講
演
内
容
を
掲
載
し

ま
し
た
。
講
演
は
、
建
築
協
定
違
反
が
発
覚
し
て
か
ら

係
争
事
項
に
発
展
す
る
各
段
階
で
の
対
処
に
つ
い
て
、

私
た
ち
の
質
問
に
答
え
る
型
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
解

り
や
す
く
有
意
義
な
お
話
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
た

だ
、
提
訴
か
ら
裁
判
に
い
た
る
煩
わ
し
さ
を
考
え
る
と
、

建
築
協
定
違
反
に
対
し
て
は
、
早
期
に
情
報
を
キ
ャ
ッ

チ
し
、
早
期
に
話
し
合
い
を
始
め
る
こ
と
の
大
切
さ
を

改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

編
集
委
員 

鬼
頭
國
二 

島
本
昌
彦 

お
知
ら
せ 


